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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第85期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第84期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（百万円） 6,900 49,707

経常損益（百万円） △183 2,627

四半期（当期）純損益（百万円） △112 3,699

純資産額（百万円） 20,192 20,253

総資産額（百万円） 49,922 54,326

１株当たり純資産額（円） 255.31 256.07

１株当たり四半期（当期）純損益

金額（円）
△1.42 46.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 40.4 37.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
3,910 1,233

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△106 △881

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,395 1,799

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
8,876 8,420

従業員数（人） 943 908

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高は、消費税等を含んでおりません。

３．第85期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当

たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第84期の潜在株式調整後１

株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 943  

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 609  

　（注）　本人員表には出向、休職36人を含めておりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

エンジニアリング事業（百万円） 3,833

単体機械事業（百万円） 3,066

合計（百万円） 6,900

　（注）１．金額は販売価額によっております。なお、セグメント間の内部売上高又は振替高はありません。

２．当社グループの売上高は、上半期に比べ下半期に完成する工事の割合が大きく、また、第２四半期連結会計期

間末及び連結会計期間末に集中する傾向にあるため、年間売上高に占める第１四半期連結会計期間の売上高

は小さくなっております。

３．上記の金額は、消費税等を含んでおりません。

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間の受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
受注高
（百万円）

受注残高
（百万円）

エンジニアリング事業 9,927 42,490

単体機械事業 5,339 12,257

合計 15,266 54,748

　（注）　上記の金額は、消費税等を含んでおりません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

エンジニアリング事業（百万円） 3,833

単体機械事業（百万円） 3,066

合計（百万円） 6,900

　（注）１．当社グループの売上高は、上半期に比べ下半期に完成する工事の割合が大きく、また、第２四半期連結会計期

間末及び連結会計期間末に集中する傾向にあるため、年間売上高に占める第１四半期連結会計期間の売上高

は小さくなっております。

２．当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。

相手先

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

金額（百万円） 割合（％）

第一実業㈱ 931 13.5

３．上記の金額は、消費税等を含んでおりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

（1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油・原材料価格の高騰により企業収益が減少し、民間設

備投資が一段と慎重となるなど、景気の足取りが一層弱まる展開となっております。 

　このような事業環境の下、当社グループの当第１四半期連結会計期間における売上高は、6,900百万円となり、損

益面におきましては、営業損失131百万円、経常損失183百万円、四半期純損失112百万円となりました。

　なお、当社グループでは、売上高が上半期に比べ下半期に、また、第２四半期連結会計期間末及び連結会計期間

末に偏る傾向があるため、年間売上高に占める第１四半期連結会計期間の売上高が小さくなるという傾向があ

ります。

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　エンジニアリング事業については、売上高は3,833百万円、営業損失は439百万円となりました。

　単体機械事業については、売上高は3,066百万円、営業利益は307百万円となりました。

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動により獲得し

た資金を、借入金の返済、固定資産の取得等に使用した結果、前連結会計年度末に比べ436百万円増加し、当第１

四半期連結会計期間末は8,876百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、3,910百万円となりました。これは主に、たな卸資産の増加（2,153百万円）、

仕入債務の減少（2,008百万円）、法人税等の支払（986百万円）等に資金を使用いたしましたが、売上債権の

減少（7,968百万円）、前受金の増加（948百万円）等により資金が増加したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動に使用した資金は、106百万円となりました。これは主に、固定資産の取得（149百万円）に使用した

ものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動に使用した資金は、3,395百万円となりました。これは、借入金の返済（3,000百万円）、配当金の支払

い（395百万円）によるものであります。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、43百万円であります。

　なお、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

EDINET提出書類

三菱化工機株式会社(E01536)

四半期報告書

 5/20



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 79,139,500 79,139,500

東京証券取引所

（市場第一部）

大阪証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何

ら限定のない

当社における

標準となる株

式

計 79,139,500 79,139,500 －  －

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成20年４月１日～

平成20年６月30日
－ 79,139,500 － 3,956 － 4,202

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

　 平成20年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　　46,000　 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 普通株式　 78,864,000 78,864 同上

単元未満株式 普通株式　　　229,500 － 同上

発行済株式総数 79,139,500 － －

総株主の議決権 － 78,864 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、8,000株（議決権の数8個）含まれてお

ります。

②【自己株式等】

　 平成20年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

三菱化工機株式会社
川崎市川崎区大川町２番

１号　
46,000 － 46,000 0.06

計 － 46,000 － 46,000 0.06

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月

最高（円） 310 395 458

最低（円） 262 298 361

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。

EDINET提出書類

三菱化工機株式会社(E01536)

四半期報告書

 8/20



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則

を適用しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けて

おります。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法人から名

称変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,877 8,421

受取手形及び売掛金 14,785 22,744

製品 506 527

仕掛品 5,492 3,510

材料貯蔵品 1,420 1,227

その他 1,099 774

貸倒引当金 △28 △36

流動資産合計 32,153 37,168

固定資産

有形固定資産 ※
 4,945 4,980

無形固定資産 718 755

投資その他の資産

投資有価証券 11,762 11,033

その他 420 467

貸倒引当金 △78 △78

投資その他の資産合計 12,105 11,422

固定資産合計 17,769 17,158

資産合計 49,922 54,326

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,232 14,240

短期借入金 3,000 6,000

未払法人税等 47 993

前受金 3,157 2,208

賞与引当金 1,102 684

完成工事補償引当金 129 129

受注工事損失引当金 101 126

その他 902 989

流動負債合計 20,672 25,372

固定負債

長期借入金 2,947 2,947

退職給付引当金 5,111 5,026

役員退職慰労引当金 207 194

その他 791 532

固定負債合計 9,057 8,701

負債合計 29,729 34,073
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,956 3,956

資本剰余金 4,202 4,202

利益剰余金 7,992 8,490

自己株式 △11 △11

株主資本合計 16,140 16,639

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,051 3,613

評価・換算差額等合計 4,051 3,613

純資産合計 20,192 20,253

負債純資産合計 49,922 54,326
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 ※2
 6,900

売上原価 5,679

売上総利益 1,220

販売費及び一般管理費 ※1
 1,352

営業損失（△） △131

営業外収益

受取利息 0

受取配当金 90

為替差益 28

その他 14

営業外収益合計 133

営業外費用

支払利息 35

退職給付会計基準変更時差異の処理額 125

その他 24

営業外費用合計 186

経常損失（△） △183

税金等調整前四半期純損失（△） △183

法人税、住民税及び事業税 68

法人税等調整額 △140

法人税等合計 △71

四半期純損失（△） △112
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △183

減価償却費 208

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8

賞与引当金の増減額（△は減少） 412

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △59

受注工事損失引当金の増減額（△は減少） △25

退職給付引当金の増減額（△は減少） 82

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12

受取利息及び受取配当金 △91

支払利息 35

売上債権の増減額（△は増加） 7,968

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,153

前渡金の増減額（△は増加） △240

仕入債務の増減額（△は減少） △2,008

前受金の増減額（△は減少） 948

その他 △54

小計 4,842

利息及び配当金の受取額 91

利息の支払額 △36

法人税等の支払額 △986

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,910

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △149

固定資産の売却による収入 0

投資有価証券の取得による支出 △1

長期貸付けによる支出 △1

長期貸付金の回収による収入 28

その他 17

投資活動によるキャッシュ・フロー △106

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,000

配当金の支払額 △395

自己株式の取得による支出 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,395

現金及び現金同等物に係る換算差額 28

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 436

現金及び現金同等物の期首残高 8,420

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

19

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 8,876
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

(1)　重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更

　たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産

については、従来、製品、材料貯蔵品につ

いては、移動平均法による原価法、仕掛

品については、個別法による原価法に

よっておりましたが、当第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」（企業会計基準第９号　平

成18年７月５日）が適用されたことに

伴い、製品、材料貯蔵品については、移動

平均法による原価法（貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）、仕掛品については、個

別法による原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）により算定しております。

　これにより、営業損失、経常損失及び税

金等調整前四半期純損失はそれぞれ80

百万円増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、

当該個所に記載しております。

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正を契機として資産

の利用状況等を見直した結果、機械装置の耐用年数を４～

13年から４～９年に変更しております。

　なお、この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、当

第１四半期連結会計期間の減価償却費は19百万円増加し、

営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失は、それ

ぞれ19百万円増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載し

ております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額　　　  8,977百万円 ※　有形固定資産の減価償却累計額　　　  8,866百万円 

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額

は次のとおりであります。

販売手数料　　　　　　　　　　　　 45百万円

見積設計費　                      231

役員報酬                           58

従業員給料手当                    335

賞与引当金繰入額                  110

退職給付引当金繰入額               42

役員退職慰労引当金繰入額           14

旅費交通費                         58

減価償却費                         55

研究開発費                         43

※２．当社グループの売上高は、上半期に比べ下半期に完

成する工事の割合が大きく、また、第２四半期連結会計

期間末及び連結会計期間末に集中する傾向にあるた

め、年間売上高に占める第１四半期連結会計期間の売

上高は小さくなっております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

　 （百万円）

現金及び預金勘定 8,877

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△1

現金及び現金同等物 8,876

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　79,139千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　47千株

３．配当に関する事項

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 395 5.0 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 
エンジニアリ
ング事業
（百万円）

単体機械事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 3,833 3,066 6,900 － 6,900

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － (－) －

計 3,833 3,066 6,900 (－) 6,900

営業損益 △439 307 △131 (－) △131

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、内部管理上採用しているエンジニアリング事業、単体機械事業に区分しております。

２．各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

エンジニアリング事業
都市ガス・石油関連プラント、各種化学工業用プラント、水素製造装置、下

水処理装置、産業排水処理装置、各種水処理装置等

単体機械事業
油清浄機、各種分離機・ろ過機、海水取水用除塵設備、半導体排ガス除害装

置、攪拌機等

３．会計処理の方法の変更

　棚卸資産の評価に関する会計基準

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（1）に記載のとおり、当第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を

適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、営業利益が単体機械事業で80百万

円減少しております。

４．追加情報

　「追加情報」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より機械装置の耐用年数を変更しております。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、営業利益がエンジニアリング事業で3百万円、単体機

械事業で16百万円それぞれ減少しております。

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 東南アジア その他 計

海外売上高（百万円） 657 86 744

連結売上高（百万円）   6,900

連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 9.5 1.3 10.8

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。

２．各区分に属する主な国又は地域は、次のとおりであります。

(1)東南アジア：中国、韓国、タイ、シンガポール

(2)その他：デンマーク、オランダ

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高（ただし、連結会社間の内部売

上高を除く）であります。
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（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動が認められるものはありません。

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

　該当事項はありません。なお、為替予約取引及び金利スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用して

いるため、注記の対象から除いております。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 255.31円 １株当たり純資産額 256.07円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額

（△）
△1.42円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純損失（百万円）（△） △112

普通株主に帰属しない金額（百万円） －

普通株式に係る四半期純損失（百万円）（△） △112

期中平均株式数（千株） 79,092

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っております

が、リース取引残高が前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、注記を省略しております。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年8月11日

三菱化工機株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤田　紳　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 舩山　卓三　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山川　幸康　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三菱化工機株式会社

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20

年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三菱化工機株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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